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THEME(Tai10r-madeHea什h

MaintenanceforEach)

21世紀の医療の方向性
｢個人別リスク予測一的確

な高度検診一適切な低侵襲治

療+をシステム化した,個々

人に最適化された医療が求め

られている｡

先進諸国での少子･高齢化は避けられない状況にあり,活力ある社会を持続していくために,医療の果たす役割はますます

拡大してきている｡また,人々の健康維持や診療に対するニーズはこれまで以上に多様化,高度化し.診療のいっそうの質の

向上が求められている｡

一九遺伝子とその機能に関する種々の研究成果により,医療は,従来の標準値に基づいたものから,個々人の体質や疾患
の性質に合った個人別医療へと大きな変革期を迎えている｡

これらを背景に,日立製作所は.21世紀の医療の方向性を"THEME(Tai10｢-made Health MaintenanceforEach)”と名づけ

た｡健診一棟診一治療という一連の流れの中で､(1)疾患のかかりやすさの予測を含めた,個人の体質に基づく健康診6軋(2)

機能診断を含めた疾患のいっそう的確な高度検診,および(3)診断結果に基づく,患者の負担の少ない適切な低侵襲治療を21

世紀の医療の3大テーマとして取り組んでいる｡

はじめに

健康であり続けることは,われわれの最大の関心事で

ある｡また,疾患にかかったときには負担の少ない治療

を受け,なるべく早く社会復帰したいというのは人間だ

れしもの願いであろう｡

20世紀は,病気になった人をどうするかに主眼を置い

た｢治療の世紀+であったと言われている｡それに続く21

世紀は,遺伝子研究の進展などを背景とし,病気になら

ないことに主眼を置いた｢予防の世紀+であると言われる｡
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これまでは,どちらかと言えば病気になった個人よりも

病気そのものに着目しがちであった医療が,個人そのも

のに着目する医療へと移行していく傾向が今後ますます

強くなってくるものと想定される｡

ここでは,遺伝子解析技術や低侵襲治療技術の普及が

医療にもたらす効果と,それらを背景とした21世紀の医

療分野での日立製作所が提案するソリューションとサー

ビスのうち,特に高度健診サービスについて述べる｡
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21世紀初頭での医療高度化

ヒトゲノムプロジェクトなどによる遺伝子研究の基盤

整備に伴い,医療分野では,疾患と遺伝子との関連につ

いての研究が世界中で加速している｡

これまで,遺伝件の非常に強い一部の疾患以外につい

ては扱われることの少なかった個人の遺伝子情報が,近

い将来,健診･検診･治療の各フェーズで一般的に使わ

れるようになってくるものと予想する｡

遺伝子研究をはじめとする先端研究の進展を念頭に置

きながら,各フェーズでの医療の現状と近未来像につい

て以下に述べる｡

2.1健診フェーズ

従来,健康診断は,ある一一定の集団に対して同じ検査

を行い,がんや糖尿病などをはじめとする,ありふれた

疾患をスクリーニングすることを主な目的として行われ

てきた｡

遺伝子と疾患の関連が明らかになるにつれ,疾患は,

個人によってかかりやすさ〔易雁(り)患率〕が異なること

が明らかになってきている｡

例えば,がんに関連する易雁患率が個人ごとに検査で

き,健診の現場で利用されるようになれば,従来は個人

の体質(喫煙や飲酒などについての個人の耐性)と無関係

に,どちらかと言えば画一的に行われていた健康指導が,

個人の体質に即した形で実施できるようになる｡また,

あるがんに対するリスクが一般に比較して高いと診断さ

れた人については,適切なカウンセリングの下で,特定

の生活習慣についてのH常での意識を高めるとともに,

さらに頻度の高い健診を行うことにより,疾患の早期発

見がいっそう確実にできるようになる｡

個人のプライバシー保護やカウンセリング体制の整備

など,普及に向けて解決しなければならない課題はある

が,個人の体質判定による健診は､｢健康は守ってもら

うもの+という意識から､｢自分で守るもの+という健康

意識の高まりにより,近い将来大きなトレンドの一つと

なるものと考える｡

2.2 検診フェーズ

Ⅹ線の発見に始まり,CT(ComputedTomography)や

MRI(Magnetic ResonanceImaging)をはじめとする画

像診断技術の大きな進展により,20世紀の医療での疾患

の検査技術は,目覚ましい進化を遂げた｡

21世紀の画像診断技術は,遺伝子診断やPET

(Positron Emission Tomography)検診をはじめとする

機能診断技術の進展により,これまで以上に｢疾患の本

質+に近づいた新たな局面を迎えようとしている｡

｢さらに効率的に+という観点からは,遺伝子診断によ

る個人個人の疾患の易雁恩率を基礎として,頻度を最適

化することにより,放射線被ばくなど検診に伴うリスク

を最小限にとどめる診断が可能になってくる｡また,

｢さらに正確に+という観点からは,従来のCTやMRIによ

る形態学的な情報に,PET検診や生体磁場(脳磁･心磁)

計測による機能の情報を付加することにより,がんや心疾

患に対して,包括的･多面的な診断が期待される｡

こうした検診技術の高度化により,がんや心疾患がこ

れまで以__Lに早期に発見されるようになり,発見時にほ

予後を含めた詳細かつ有効な情報を得ることが可能とな

る｡したがって,疾患が発見された場合にも十分な情報

を保持して,次の治療フェーズへと安心して移行できる

ようになる｡

2.3 治療分野での効果

2.3.1治療法の最適化

EBM(Evidence-based Medicine二根拠に基づいた医

療)の風潮が高まる中で,前述した個人の体質や病態を

さらに正確にとらえたうえで,さまざまな治療法の中か

ら個人に合った形の治療法がアレンジされることになる

ものと想定される｡例えば,がんの場合,本人の体質や

がんのタイプを遺伝学的に調べることにより,外科的治

療や化学療法,さらに放射線療法の中から副作用の少な

い,かつ効果的な治療法を選択できるようになる｡特に,

薬理遺伝学の発展に伴い,化学療法での副作用は激減す

ることが期待される｡

2.3.2 予後のQOL(生活の質)向上一低侵襲治療の台頭

これまで外科医の手腕に大きく依存していた外科的療

法も,人きな変革期にさしかかっている｡

従来の外科手術では数週間の入院･リハビリテーショ

ンが必要であった患者が,当日か数日後に退院し,社会

復帰できる｢低侵襲手術+が注目を集めている｡一方,放

射線治療では,がん病巣への局所照射を可能とする陽子線

治療システムの治験が進み,がんについても,通常の生活

を送りながら治療を受けられる時代がそこまで来ている｡

THEMEの中での日立製作所の取組み

前章で述べたような医療の高度化に対しては,これま

でのような単体の医療機器や,ある業務に特化した情報

システムだけではなく,診療現場の変化に柔軟に対応で

きる,システム全体でのソリューションとサービスが必
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情報
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図1THEMEでの日立製作所のソリューション

各フェーズでのシステム･サービスの提供と.診療全体を統合する情報技術の適用が必要とされる｡

要とされる(図1参照)｡

目頭で述べた"THEME''のうち,健診と検診分野に焦

点を当てた高度健診支援サービスのコンセプトについて

以下に述べる｡

3.1高度健診支援サービス

前章で述べたような次仲代の健診の中で,日立製作所

は,分子生物学的観点に力点を置いた高度な健診を

``MOLDIP(Molecular Diagnosis andImaging for

Preventive Medicine)”と名づけ,21陛紀の健診･検診

のビジネスコンセプトとした(図2参照)｡手始めとして,

分子診断(Molecular Diagnosis)では遺伝子診断を,ま

た,分子映像法(MolecularImaging)ではPET診断をそ

れぞjlの中核として進めていく｡これら二つの診断が融

合することにより,疾患の本質にさらに近い新しい診断

価値を生みHlし,高度な健診として普及するように,以

下のようなサービスを実現していく考えである｡

(1)遺伝十健診支援サービス(バイオドック)

がんや糖尿病などに対する個人のかかりやすさに関連
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が創出される｡
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する遺伝子の情報と,現在健診で利用されている情報

(臨床検査データや生活習慣など)を併せて解析すること

により,遺伝子検餐によるリスク予測が行われ,個々人

の体質に即した健康診断が徐々に普及してくるものと予

想される｡日立製作所は,この次世代の健診を,従来の

｢人間ドック+が進化したものとして､｢バイオドック+と

名づけ,商標登録した｡

従来の健診では,臨床検査値や生泊習慣はある集団の

中での相対値として評価され,個々人の体質や疾患への

耐性は考慮に人れていなかった｡バイオドックでは,特

定の疾患の易雁恩率に各与一している遺伝子の情報を取得

することにより,他の臨床検査や,問診による生活習慣

などの情事艮を個々人に合わせた形で診断に泊用すること

を目指している｡

バイオドック実現のためには,易催恩率の情報を得るた

めの遺伝子検査についての診断ノウハウの構築が必要であ

り,現在,複数の医療機関との共同研究を進めている｡

(2)PET検診支援サービス

PETは,現在,国内30余りの施設で稼動している｡従

来は,主に脳の機能計測に使用されていたが,1バF-FDG

などの新しい放射性薬剤の開発により,がんの全身スク

他の医療機関

ネットワーク

●情報共有による
診療の質の向上

リーニングへの応用への期待が高まっている｡-甲-FDG

は,細胞の糖代謝をモニタリングできるFDG(フルオロ

デオキシグルコース)に1HFを標識したものである｡これ

を薬剤として用いることにより,がん細胞の機能につい

ての定量的な情報を得ることが可能となり,従来のCT

やMRlなどによる形態学的な情報と併せて,さらに精密

な診断が期待されている｡また,将来的には,遺伝子診

断などとの組合せにより,疾患の本質にさらに近づいた

新しい診断価値を生み出す可能性がある｡

PETのシステムは,二仁に,加速器,薬剤合成装置,お

よびPETカメラで構成する｡また,診断の質を向_とさせ

るために,患者情報データベースと情報ネットワークの

整備も必要である｡

日立製作所は,こjlらシステムの構築やメンテナンス

はもとより,PETシステムを保有する施設･健診機関が

円滑かつ効率的に運朋できるような,さまざまな業務を

包括したサービスを掟供していく考えである｡

3.2 高度健診支援サービスの実現形態(図3参照)

国民骨保険での医療費抑制の流れの巾で,経営的な向

から,日出診療に近い人間ドックや健診に重点を置いて

いる医療機関や健診機関が少なくない｡各機関は,健康

ネットワーク化された病院群

提携(近隣)医療機関

先進医療機関

情幸馴ヒ支援

(データベース,ネットワークなど)

個人別リスク予測

●バイオドック

共同研究開発

日立製作所の高度健診支援サービス

他の医療機関

ネットワーク

●健診･人間ドックの
連携(情報共有)

●受診者共有

●リソースの有効活用

運用サポート

的確な高度積診

●PET模診支援
サービス

図3 高度健診支援サービスの将来像

自由診察分野でのネットワーク化の流れの中で,高度健診サービスでは,効率的かつ質の高いサービスを提供する｡
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意識の高い受診者に対して,効率的な道営の下で質の高

い健診を実施するために,新しい健診メニューの充実に

力を入れる傾向が顕著に見受けられる｡

このような状況下で,各機関は,それぞれの機関が持

つ医療機器などのリソースに関係なく,高度な健診を実

現するための重安な方策として,病院一病院間,または

病院一診療所間のネットワーク化を求めている｡

自由診療分野(人間ドックや健診)を中心とした業務拡

大(市場拡大)の流れの中で,日立製作所は,医療機関が

抱える実際の診断業務(医療行為)の周辺業務である,マ

ーケテイング活動や顧客管理,スケジュール管理,受診

者のデータ管理など幅広い業務についてサービスを提供

していく｡同時に,先進医療機関との臨床現場に根ざし

た共同研究にも積極的に取り組むことにより,新しい診

断価値の創出に寄与していく考えである｡

おわりに

ここでは,大きな変革期を迎えている医療について･一

つの予測を試み,日立製作所のコンセプトを提示すると

ともに,その中での新しい取組みとしての高度健診支援

サービスについて述べた｡

医療が大きく変わると同時に,医療機関や医療スタッ

フも変化を求められている｡｢社会が変わるとき,変え
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るのは日立製作所でありたい｡+というコンセプトの下で,

医療分野の大きな変化に積極的に参画することにより,

既存の事業形態にとらわれることない,新しい価値を持

つたサービスを提供していく考えである｡

この特集の以下の論文では,情報連携のソリューショ

ン,低侵襲治療でのソリューション,および高度検診に

ついて述べる｡
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